
悪
性
リ
ン
パ
腫
に
効
果

山
口
大
共
同
獣
医
学
部
の
水

野
拓
也
教
授
（
獣
医
内
科
学
）
ら

で
つ
く
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、

犬
の
血
液
が
ん
の
一
種
、
悪
性

リ
ン
パ
腫
の
抗
体
医
薬
を
開
発

し
た
。
犬
の
が
ん
の
抗
体
医
薬

は
初
め
て
で
、
新
し
い
治
療
法

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

水
野
教
授
に
よ
る
と
、
Ｂ
細

胞
性
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
抗
体
医

薬
で
、
Ｂ
細
胞
の
表
面
に
あ
る

「
Ｃ
Ｄ
加
分
子
」
を
標
的
に
し

て
殺
傷
す
る
。
Ｃ
Ｄ
別
分
子
を

標
的
に
し
た
抗
体
治
療
は
人
間

の
が
ん
治
療
で
は
一
般
的
だ

が
、
犬
用
は
な
く
、
２
０
０
５

年
ご
ろ
か
ら
研
究
を
続
け
て
き

た
ｏ

マ
ウ
ス
を
使
っ
た
実
験
で
抗

体
医
薬
の
効
果
を
確
認
し
た
。

健
康
な
犬
４
匹
に
投
与
し
た
と

こ
ろ
、
Ｃ
Ｄ
別
分
子
を
持
つ
Ｂ

細
胞
が
投
与
翌
日
に
ほ
ぼ
ゼ
ロ

に
な
り
、
そ
の
状
態
が
２
〜
３

週
間
続
い
た
。
昨
年
か
ら
悪
性

リ
ン
パ
腫
の
犬
に
投
与
す
る
臨

床
試
験
を
同
学
部
の
付
属
動
物

医
療
セ
ン
タ
ー
で
始
め
た
。

従
来
の
抗
が
ん
剤
治
療
で
は

Ｂ
細
胞
性
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
２

年
後
の
生
存
率
は
加
勿
だ
っ

た
。
臨
床
試
験
で
は
、
抗
が
ん

剤
治
療
と
組
み
合
わ
せ
た
場
合

に
２
年
後
の
生
存
率
が
上
が
る

か
ど
う
か
や
、
抗
が
ん
剤
治
療

が
効
か
な
い
場
合
の
治
療
効
果

を
調
べ
る
。

悪
性
リ
ン
パ
腫
は
、
毎
年
皿

方
匹
当
た
り
約
１
０
０
匹
が

発
症
し
、
中
で
も
Ｂ
細
胞
性
が

最
も
多
い
。
犬
に
比
較
的
多

い
が
ん
で
、
若
い
犬
も
か
か
り

や
す
い
こ
と
か
ら
、
新
し
い
治

療
薬
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。
犬
の
抗
体
医
薬
で
市
販

さ
れ
て
い
る
の
は
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
の
治
療
薬
の
み
と
い

水
野
教
授
は
「
従
来
の
抗
が

ん
剤
治
療
に
よ
る
生
存
率
は
加

勿
で
、
加
年
以
上
変
わ
っ
て
い

な
い
。
生
存
率
を
少
し
で
も
引

き
上
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

（
菫
原
沙
登
子
）

無
料
で
パ
ソ
コ
ン
回
、

小
型
家
電
再
資
源
化
八

周
南
市
が
企
業
と
連
携
協

周
南
市
は
Ⅳ
日
、
リ
サ
イ
ク

ル
会
社
の
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
（
愛
知
県
）
と
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、

市
内
の
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

パ
ソ
コ
ン
を
無
料
で
回
収
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
小
型
家

電
の
再
資
源
化
を
促
進
す
る
。

〆
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
市

民
が
同
社
の
イ
ン
タ
ー
｜

｜
サ
イ
ト
に
申
し
込
む
と

業
者
が
無
料
で
自
宅
腫

り
に
来
る
。
携
帯
電
話

ン
タ
ー
、
電
子
レ
ン
ジ
》

対
象
だ
が
、
パ
ソ
コ
ン
』

な
い
場
合
は
１
箱
に
つ
↑

５
０
円
（
税
込
み
）
か
、

市
役
所
で
協
定
の
誼

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
協
定
書
を
掲
げ
る
中
村
俊

社
長
（
右
）
と
藤
井
律
子
市
長
Ⅱ
Ⅳ
日
、
周
南
市
役

川

｜
●
牌
。

一
つ
。
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L人I 乗斤 2 0 2 0 年 （ 令 和 2 年 ) 7 月 1 8 日 土 曜 日

犬のがん抗体医薬開発
山口大共同獣医学部の水野拓也教授ら研究グループ

塞
議

【県内総合】（2）

犬の悪性リンパ腫の抗体医
薬を開発した水野拓也教授
＝山口市吉田

ー ｰ - ー ー

懲習

ロ 閏

ー

唾

1

勾と

枡-

’
’


